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肉体の限界を超えさせる力

　今年 9 月、「北京大会オリンピックディスタンスエイジグループ選手権」で日本人
初の優勝という快挙を成し遂げた伊佐市在住の永田成也さん 34 歳。
　理学療法士として松元病院に勤める永田さんは、２女１男のパパで、その優しい笑
顔からは、“鉄人レース”と呼ばれるトライアスロンに挑戦しているとは想像できない。
どんな話が聞けるのか。松元病院の一室をお借りして話を聞いた。

※オリンピックディスタンス：オリンピックと同じ競技内容
※エイジ：オリンピックを目指すエリートを除いた部門

◆
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
初
め
た
き
っ
か
け

小
さ
い
頃
は
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を

　
小
学
生
の
頃
、
父
が
指
導
す
る
少
年
団
で

水
泳
と
陸
上
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
成
績
は

い
つ
も
県
大
会
止
ま
り
で
全
国
大
会
へ
は
行

け
な
か
っ
た
。
悔
し
い
思
い
を
持
ち
つ
つ
、

高
校
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
入
り
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
す
か

　
は
い
、
当
時
活
躍
し
実
績
を
残
し
て
い
た

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
し
た
ん
で
す
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
の
出
会
い
は

　
大
学
時
代
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
天
草
の
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
衝
撃
を
受
け
た
ん
で
す
。
レ
ー
ス
の

迫
力
、
ゴ
ー
ル
し
た
と
き
の
感
動
と
選
手
の

表
情
、
す
べ
て
に
魅
了
さ
れ
、
19
歳
で
始
め

ま
し
た
。

◆
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
つ
い
て

過
酷
な
競
技
で
す
よ
ね

　
そ
う
で
す
ね
、
ス
イ
ム
１
・
５
km
、
ラ
ン

10 

km
、
バ
イ
ク
40 

km
。
ど
れ
か
ひ
と
つ
だ

け
で
は
ダ
メ
な
ん
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
レ
ー
ス
全
体
の

組
立
て
も
重
要
で
す
。
そ
こ
が
面
白
い
ん
で

す
よ
。

練
習
は
ど
こ
で

　
ラ
ン
と
バ
イ
ク
は
主
に
市
内
で
す
が
、
ス

イ
ム
に
関
し
て
は
、
屋
内
プ
ー
ル
が
な
い
の

で
週
２
、３
回
近
隣
の
ま
ち
へ
通
っ
て
い
ま

す
。
ラ
ン
と
バ
イ
ク
は
、
ほ
ぼ
毎
日
２
回
、

出
勤
前
と
仕
事
終
了
後
に
仲
間
と
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
チ
は
い
る
ん
で
す
か

　
い
い
え
、
特
に
は･･･

。
自
分
で
考
え
て

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
た
い
時
は
、
種
目
ご
と
に
プ
ロ

の
選
手
や
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
の
知

人
に
相
談
し
て
自
分
の
知
識
を
磨
い
て
い
ま

す
。
あ
と
は
、
大
会
に
出
場
し
た
と
き
、
選

手
同
士
で
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。

　“
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
教
え
る
コ
ー
チ
”

と
い
う
人
は
い
な
い
ん
で
す
。
ア
マ
チ
ュ
ア

で
す
か
ら
、
全
部
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

◆
レ
ー
ス
に
つ
い
て

9
月
の
北
京
世
界
選
手
権
大
会
で
は
、
日
本

人
と
し
て
初
め
て
の
優
勝
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

レ
ー
ス
中
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
ん

で
す
か

　
レ
ー
ス
の
展
開
を
考
え
て
、
組
立
て
を
し

て
い
ま
す
。

つ
ら
く
て
リ
タ
イ
ア
し
た
く
な
る
こ
と
は

　
途
中
で
や
め
た
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
“
乗
り
越
え
た

時
の
達
成
感
”
が
忘
れ
ら
れ
な
く
て
、
そ
れ

を
さ
せ
ま
せ
ん
。

◆
永
田
さ
ん
の
強
さ
に
つ
い
て

自
分
の
限
界
っ
て
ど
こ
だ
と
思
い
ま
す
か

　
体
力
・
気
力
に
限
界
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
鍛
え
る
ほ
ど
、
か
ら
だ
は
進
化
す
る

ん
で
す
。
競
技
を
や
め
る
と
す
る
な
ら･･･

家
族
か
ら
「
や
め
て

欲
し
い
」
と
言
わ
れ

た
と
き
で
し
ょ
う
か
。

プ
ロ
の
よ
う
に
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
ア

マ
チ
ュ
ア
に
と
っ
て
、

家
族
の
理
解
な
し
で
は
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

周
囲
の
理
解
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
ね

　
そ
う
で
す
。
家
族
、
友
人
、
職
場
の
皆
さ

ん
の
協
力
・
支
え
で
頑
張
れ
て
い
ま
す
。
試

合
へ
快
く
送
り
出
し
て
く
れ
る
こ
と
も
で
す

が
、
職
場
か
ら
は
援
助
も
あ
り
、
感
謝
の
気

特 集
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インタビューを終えて

ながたせいや　  34 歳　身長 173cm
大口市里生まれ　妻、2 女、１男
　熊本工業大学　
　日本食研　トライアスロン実業団
　第一リハビリ専門学校　
　現在、整形外科松元病院に理学療
法士として勤務　

　インタビューの間、笑顔で丁寧に
答えてくれた彼からは、優しさだけ
ではなく、「あきらめない強さ」「感
謝の気持ちを忘れない謙虚さ」を感
じた。練習を共にしている仲間から
の信頼も厚く、練習前に談笑してい
る姿に親近感も持てる。
　「伊佐の鉄人」は、世界大会で優
勝したあとも、おごることなく身近
な存在であることに変わりなかった。
　選手としての限界を尋ねたとき、

「家族から“やめて欲しい”と言わ
れたときでしょうか」と迷わす即答
した「鉄人」は、やはり優しいパパ
が本業だ。
　こんなにも、肉体と精神をバラン
スよく鍛え上げた「鉄人」が、“伊
佐人”であることを誇りに思い、わ
がまちのみなさんに「伝えること」
で、応援していきたい。　

に
再
び
挑
戦
し
た
い
と
相
談
を
受
け
た
時
、

「
趣
味
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
や
り
た
い
ん
だ

な
」
と
決
意
を
感
じ
ま
し
た
。
最
初
に
自
分

に
相
談
し
て
く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
し
、

彼
が
昇
っ
て
い
く
姿
を
見
た
い
と
思
っ
た
の

で
賛
成
し
、
協
力
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
を
家
族
で
応
援
に
行
き
ま
し
た
が
、

実
際
の
レ
ー
ス
の
迫
力
は
言
葉
で
は
言
い
表

せ
ま
せ
ん
。
正
直
あ
の
達
成
感
を
い
つ
か
味

わ
っ
て
み
た
い
と
も
思
い
ま
し
た
。
永
田
く

プロフィール

永田成也

　２０１０
○指宿トライアスロン　　　　　　　　　　優勝
○蒲郡国際トライアスロン（愛知県） 　　     優勝
○日和佐うみがめトライアスロン（徳島）　     優勝
○忠別湖トライアスロン（北海道）  　　　　優勝
○村上国際トライアスロン（新潟県）  　　　優勝
※この年、日本ランキングチャンピオンに輝き、2011 年 9 月
　北京世界選手権大会出場権を獲得した。結果は、日本人初の
　優勝。

昨年の主な成積（2006 年から練習再開）

SWIM

永田さんと一緒に練習に

励む仲間たち

松元病院の皆さん

RUN

ん
の
影
響
か
、
職
場
で
自
転
車
に
乗
る
人
が

増
え
て
い
て
、
自
分
も
そ
の
一
人
で
す
。
彼

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
誇
り
で
す
。

◆
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

今
後
の
目
標
は

　
北
京
で
の
優
勝
に
は
満
足
し
て
い
ま
す

が
、
世
界
大
会
に
照
準
を
合
わ
せ
て
い
た
の

で
、
日
本
の
大
会
で
の
獲
得
ポ
イ
ン
ト
が
若

干
減
っ
た
た
め
に
、
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
ラ
ン

キ
ン
グ
を
３
位
に
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
だ
20
代
の
選
手
に
は
負
け
た
く
な
い
の
で
、

も
う
一
度
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
に
返
り
咲
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
母
校
で
の
講
演
会

な
ど
も
予
定
し
て
い
る
の
で
、
後
輩
た
ち
へ

自
分
の
経
験
を
話
す
こ
と
で
何
か
伝
え
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
※
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
部
を
掲
載
）

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

遠
征
費
な
ど
自
己
負
胆
で
大
変
で
し
ょ
う

　
厳
し
い
で
す
ね
。
で
も
、
職
場
や
理
学
療

法
士
資
格
を
取
得
し
た
母
校
か
ら
支
援
し
て

も
ら
っ
た
り
し
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。
結
果

を
残
す
こ
と
で
恩
返
し
し
た
い
し
、
北
京
大

会
で
優
勝
し
た
後
、
自
転
車
メ
ー
カ
ー
「
フ

ェ
ル
ト
（
Ｆ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
）」
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

理
学
療
法
士
と
い
う
仕
事
を
選
ん
だ
理
由
は

　
大
学
卒
業
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し

て
実
業
団
に
入
り
ま
し
た
が
、
挫
折
や
将
来

へ
の
不
安
な
ど
か
ら
、
会
社
を
退
社
。
次
に

何
を
し
よ
う
か
と
目
標
を
失
い
ま
し
た
が
、

考
え
た
ん
で
す
。
選
手
時
代
、
怪
我
で
苦
し

ん
だ
自
分
の
経
験
を
「
理
学
療
法
士
」
に
な

っ
て
患
者
さ
ん
の
た
め
に
生
か
そ
う
と
。
そ

の
結
果
、
素
晴
ら
し
い
職
場
に
恵
ま
れ
、
そ

こ
で
も
う
一
度
、“
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
挑

戦
す
る
”
と
い
う
前
向

き
な
気
持
ち
に
も
な
れ

ま
し
た
。
仕
事
の
知
識

が
、
自
己
管
理
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
し
、
患

者
さ
ん
か
ら
の
応
援
も

“
ち
か
ら
”に
な
り
ま
す
。

◆
上
司
で
あ
る
、
久
木
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

　
ョ
ン
科
長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

永
田
さ
ん
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
人
間
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
が
素
晴
ら
し
い

で
す
。
一
時
や
め
て
い
た
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン



ISA City Public Relations  2011.11.01　　4

税務課　Infomation

　うちの家屋は
どうなのかしら…

※家屋の評価替えでは、その評価額が前年度分を超える場合は、前年度の評価額に据え置か
　れます。  

  再建築価格　

  評価の対象になった家屋と同一のものを、評価の時点においてそ
  の場所に新築するものとした場合に必要となる建築費（資材費・
  労務費）です。全国一律の評価基準で算出するため、実際の建築
  費とは異なります。

  再建築費評点補正率   物価の変動分を考慮した率 （平成 21 年度　木造 1.03 非木造 1.04）

  経年減点補正率

  年数が経つにつれて家屋が傷んできますが、この古くなった分を
  減価させる割合のことです。評価替え（３年）の度に少しずつ下
  がっていき、最低 20％まで下がります。そのため、どんなに古い
  家屋でも評価額がゼロになることはありません。また、その減価
  割合は家屋の用途・構造により異なります。

　評価額の算定は以下の式によって求められます。

※ [ 家屋の税額＝評価額×税率 1.4％ ]
  評価額　=  再建築価格 × 再建築費評点補正率 × 経年減点補正率

問い合わせ先　市税務課固定資産税係　  　　☎�１３１１○内　１１８２

７
～ シリーズ ７ ～

構造の違いだけで、税額の多少を判断することはできません。

在来分の家屋については３年ごとに、物価の状況や、家屋の経過年数による傷みを
反映させて、評価額の見直し（評価替え）を行います。土地と同じように平成 24
年度が家屋の評価替え年度になります。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

木造と軽量鉄骨造、鉄骨造でどれくらい税額が違うのですか？

従来からある家屋の評価はどうなりますか？

　家屋の評価は、国が定めた「固定資産評価基準」に基づいて
行われます。そのため、同じ床面積の家屋であっても、仕上げ
の程度や量によって評価額・税額は異なります。
　ただし、一般的に木造より軽量鉄骨造のほうが、軽量鉄骨造
より鉄骨造のほうが丈夫であるため、経年減点補正率が 20％
まで減価する期間は長くかかり、税額の下がっていく速度が遅
くなります。（標準住宅用建物の減価期間の目安：木造 20 年～
25 年、軽量鉄骨造 20 年～ 30 年、鉄骨造 40 年）　　
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税務課からのお知らせ

※１）前回（平成 21 年度）の評価替えは、合併直後であり、土地の評価方法を統一できなかった
　　　ため、旧市町のそれぞれの評価方法に基づいて行われました。
※２）市町村合併後の評価替えについては、「速やかに評価の統一を図ること」とされています。

平成 24 年度から 固定資産税の土地評価基準が変わります
～公平・公正な課税になるよう市内の土地評価基準を統一します～

　今回の評価替えは、平成 20 年 11 月に旧大口市と旧菱刈町が合併して、初めての本格的な評価替えです（※1）。
今回の評価替えでは、税負担を公平にするため、旧市町でバラバラであった土地の評価方法を統一します（※2）。
　固定資産をお持ちの皆さんにかかわりのある変更となります。そこで、固定資産税とはなにか、今回の評価替
えでどういう点が統一されるのかを、シリーズで掲載します。

　今回、土地の評価基準を統一し、評価替えを行いますが、固定資産税には土地のほかにも家屋、償却資
産があり、宅地に建っている家屋についても、あわせて評価替えを行います。ここでは評価替えを含めた
家屋評価の仕組みについて紹介します。
※「固定資産税」の課税対象となる家屋とは「住居、店舗、工場、倉庫その他の建物をいい、屋根及び周 
　壁またはこれに類するものを有し、土地に定着した建造物であって、その目的とする用途に供し得る状
　態にあるもの」とされています。

評価の対象
となるもの

  屋根・基礎・外壁・柱・造作・内壁・天井・
  床・建具・出窓・ウッドデッキ・ベランダ
  等・電気・ガス・給排水等の建築設備

評価の対象と
ならないもの

  ＴＶ・電話機・ソファー・カーテンなど作り
  付け以外の家具類・門・へい等

　新築の家屋については、屋根・外壁・内壁・床・天井・建具などに使用されている建築資材の種
類や使用量を、現地に伺って調査します。一度調査した家屋については、増築や大規模な改築を行
わない限り、再び調査することは原則ありません。毎年の評価額は、最初に調査した内容をもとに
決定されます（購入された中古物件や競売物件についても同様です）。
※家屋の評価額は、実際の建築工事費や購入価格には関係なく算出されます。個々の取引に関する
　事情が加わると、公平な価格が求められなくなるためです。

家屋の評価額は、家屋の構造、建築材料の種類と量、工法について、使用材料及び
仕上げ状況等を調査し、総務大臣が定めた「固定資産評価基準」という全国一律の
基準により算出します。

Ａ
Ｑ 新築家屋の評価額はどのようにして決めるのですか？
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行政からのお知らせ

秋季火災予防運動
期　間　11 月９日（水）～ 15 日（火）

『 消したはず　決めつけないで　もう一度 』

あなたの思い出の風景を募集します

問い合わせ先　伊佐湧水消防組合大口消防署　☎�０１１９　　　　　　
　　　　　　　伊佐湧水消防組合菱刈分遣所　☎�００８５
　　　　　　　市総務課消防防災係　　　　　☎�１３１１○内　　１１１８

　この運動は、火災が多発する時季を前に、防火意識を高め火災を防止し、高齢者等を中心とする犠
牲者を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを目的としています。
重点目標　○住宅防火対策の推進
　　　　　○放火火災・連続放火火災防止対策の推進
　　　　　○特定防火対象物及び危険物施設等における防火安全対策の徹底
　　　　　○製品火災の発生防止に向けた取組みの推進

　11 月 13 日（日）午前６時にサイレン吹鳴及び、消防自動車がサイレンを
鳴らして走りますので、火災とお間違えのないようにご注意ください。

　秋季火災予防運動期間に、次の行事が行われます。
○幼年消防クラブ等の参加による防火セレモニー・防火パレード
○学校、病院、店舗、工場等の事業所や危険物施設立入り検査等
○菱刈方面団による火災消火演習（菱刈地区のみ）

放送時間

月
〜
金

　
７
時
45
分
〜
７
時
55
分

火
〜
金

　
19
時
〜
19
時
29
分

放送時間

　あなたの手紙がつなぐ心の風景、ＮＨＫ－ＢＳプレミアム「にっぽん縦断こころ旅
～秋の旅～」では、みなさんが出会った   伊佐市の風景とエピソード を募集しています。
採用された人の思い出の風景は、12 月 12 日（月）～ 16 日（金）のいずれかの日で
放送される予定です。
応募締切　11 月 25 日（金）必着
応募方法　①住所②氏名③電話番号④性別⑤年齢⑥伊佐市の思い出の場所
　　　　　⑦場所にまつわるエピソードを記入のうえ、次のいずれかで
　　　　　ご応募ください。
　　　　　○番組ホームページ http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/ へ
　　　　　　アクセス
　　　　　○ FAX　03-3465-1327 へ送信
　　　　　○お便り　〒 150-8001　NHK「こころ旅」係へ送付
　　　　　※採用された人へは、番組スタッフからお電話でご連
　　　　　　絡します。
問い合わせ先　ＮＨＫ番組制作室　　　　☎０５７０・０６６・０６６
　　　　　　　市地域振興課商工観光係　☎�１３１１○内　　１２５２

「こころの風景」
伊佐にまつわるエピソード
　お待ちしています！

今回の旅人
「火野正平さん」

取り付けましたか？　住宅用火災警報器！
義務設置になっていますので、早急に取り付けましょう !!
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Government Infomation

核兵器廃絶を訴え続けた被爆者永井隆博士の

物語を長崎出身の日本を代表する劇作家・演

出家岡部耕大氏が描きます。

申込み
先着順になります

　団地名 所在地 戸数 間取り 建設年度 使用料（円）
 下殿団地  伊佐市大口下殿 848 番地１ １ ２Ｋ  昭和 36     2,200 ～
 崎山団地  伊佐市大口田代 283 番地 1 ２ ３ＤＫ  昭和 58 13,300 ～
 針持団地  伊佐市大口針持 314 番地 ２ ３ＤＫ  昭和 58 13,500 ～
 郡山団地  伊佐市大口牛尾 24 番地 1 ４ ３ＤＫ  昭和 51 ～ 57 10,100 ～
 瓜之峰第１団地  伊佐市菱刈南浦 308 番地 １ ３ＤＫ  昭和 54 12,100 ～

入居資格　○世帯用は同居している親族、または婚約者を含む同居しようとする親族がある人
　　　　　○明らかに住宅に困っている人 
　　　　　○定められた収入基準以上の人 
　　　　　○市税などの滞納のない人 

申込・問い合わせ先　市建設課住宅係（菱刈庁舎）　　　　　  ☎�１３１１○内　　２２２７・２２２８

団地名 所在地 戸数 間取り 建設年度 使用料（円）
 こっがら団地（世帯用） 伊佐市大口小木原 422 番地 3 ５ ３ＬＤＫ  平成 10 44,000
 こっがら団地（単身用） 伊佐市大口小木原 422 番地 3 3 １ＬＤＫ  平成 10 29,000

◎公営住宅

◎特定公共賃貸住宅

市営住宅入居者募集
（平成 23 年 10 月１日現在）

入居資格　○同居している親族、または婚約者を含む同居しようとする親族がある人
　　　　　○明らかに住宅に困っている人 
　　　　　○定められた収入基準以下の人 
　　　　　○市税などの滞納のない人
　　　　　※ただし、単身（高齢者、身体障がい者 1 ～ 4 級、生活保護法に
　　　　　　基づく被保護者など）でも申込できます。

日　　時　11 月 26 日（土）　14 時開演
　　　　　上演時間　約２時間
会　　場　伊佐市文化会館大ホール
出　　演　岡部企画　出演者 13 人（予定）
入 場 料　無料　整理券が必要です。
　　　　　（小学生未満は入場できません。）
入場整理券配布所　　　
　伊佐市文化会館、伊佐市役所大口庁舎及び
菱刈庁舎、大口ふれあいセンター、菱刈いき
がいセンター、菱刈環境改善センター
※先着順、無くなり次第終了します。
　入場整理券の予約をメール・電話・ＦＡＸで受け付けます。①名前②電話番号③必要な入場整理券
の枚数を伊佐市文化会館までお知らせください。
　予約された整理券は公演当日に、文化会館入口でお受け取りください。　

伊佐市  平和市長会議  加盟記念公演

作・演出　岡部耕大氏

平成 23 年１月、伊佐市は平和市長会議に加盟しました。

　広島・長崎両市長の呼びかけによる「核兵
器廃絶に向けての都市連帯推進計画」に賛同
する世界各国の都市で構成された団体で、世
界 150 カ国・地域 4,540 都市の賛同・加盟を
得ています。　　　（平成 23 年 3 月 1 日現在）

「平和市長会議」とは？

演劇『長崎の鐘』

予約・問い合わせ先　伊佐市文化会館　　　  ☎�６３２０・　�０９８１・　k-sport@city.isa.lg.jp
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リレー

　市内外から多くの参加者が訪れた最後の
運動会。競技内容も工夫されていて、皆さ
ん大満足。笑顔の中にも、寂しさが残る思
い出の運動会になりました。
　忘れないよ！　楽しかった運動会。

　６年生２人と校区内外か
らも多くの参加者があり、
児童たちも楽しい１日を過
ごしました

　「たちあがれ ! 東北　がんばろう ! 日本」の横
断幕を先頭に入場行進が行われ、秋晴れの青空の
もと 14 チームによる熱戦が繰り広げられました。
　応援合戦では各チーム趣向を凝らした応援で会
場は大盛り上がり。最後の連鎖リレーまで懸命の
競技が行われ、羽月校区が３連覇を達成しました。

スポーツの 　秋
Photo Album

会場中から大拍手　一輪車でラストラン

第３回市民体育大会

玉入れ

10
９

むかで競争卒業生と一緒に応援合戦

家
族
リ
レ
ー
　
み
ん
な
で
ゴ
ー
ル
！

10
16

ありがとう山野西小
歴史と心にきざむ最後の運動会

全員参加でじゃんけん大会

10
16
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　第 18 回九州地区成年選抜軟式野球大会
県予選で優勝し、県代表として九州大会に
出場。初戦で本大会優勝チームとあたり惜
敗しましたが、互角の戦いをみせました。

　郷土が生んだ偉大な歴史小説家「海音寺潮五郎」
を記念し、県際交流の促進と相互の地域活性化、剣
道技能の向上と振興を目的として開催されました。
　団体戦で熱戦が繰り広げられ、両市長対決は、惜
しくも１対１
の引き分けと
いう結果でし
た。

　天候に恵まれた今年
の市内 14 校の小学校
運動会の各会場は、練
習の成果による見事な
演技と熱い競技に対す
る大声援に包まれてい
ました。

スポーツの 　秋
Photo Album

10
８

10
２

伊佐成年隊（監督：山田豊さん）

井手下盛雄さん（大口小木原・60 歳）

会場中から大拍手　一輪車でラストラン

伊佐市・人吉市
親善剣道大会

一輪車（南永小）

小学校運動会

徒競走（菱刈小）

10
２

９
11騎馬戦（菱刈中）

中学校運動会

九州大会に出場

いくつになってもスポーツはできる

全員でおはら節 大玉転がし

羽月北小学校運動会

９
25

大将戦　両市長対決

　残暑衰えぬ暑い日差しの中、市
内３校で行われた運動会。迫力あ
る競技に魅了されました。

　第 28 回九州マスターズ選手権大会に県
代表として出場し、“走幅跳”“三段跳”で
優勝。“やり投げ”で準優勝されました。
　還暦を迎え再度陸上に挑戦をするために
１年かけて練習を積まれました。
　肉体美が若い！これからも期待しています。
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建築士会ボランティア

　毎年、㈳鹿児島県建築士会大口・伊佐支部
が市内の小中学校を中心にボランティア活動
を行っています。
　今年は、10 月８日に大口東小学校・湯之
尾小学校・菱刈小学校の３校に、35 人の会
員が渡り廊下の柱の取替えや転落防止の手す
り取付けをしました。
　児童が安心安全に学校生活が送れるよう、
これからもよろしくお願いします。

　長年にわたる子ども会育成や公民館活動な
ど、社会教育委員として尽力された功績が認
められ、吉松孝義さん（築地上・65 歳）が
全国社会教育委員連合から表彰されました。
　おめでとうございます。

全国社会教育委員連合表彰 

DOYO 組

浦上眞紀・KEN  G・山野修作

～ 愛
あ い

郷
き ょ う

 ～

　９月 24 日、轟公園河川敷ステージで、ス
ターダスト 2011「愛郷」が開催されました。
　司会にお笑いコンビ“ビューティーメーカ
ー”を迎え、ステージでは、地元バンドの

“ビッグマウスストンパーズ”や熊本からの
“DOYO 組”などの歌唱・演奏があり楽しい
時間を過ごしました。
　最後の打上げ花火の美しさには、観客から
歓声があがりました。
　今回でスターダストを卒業する２代目実行
委員会は、「次の世代へバトンを渡したい」
とあいさつし、最後のステージをあとにしま
した。

　９月 22 日、国道 267 号線久七トンネル近くで、
秋の交通安全運動に合わせ、人吉市と合同キャン
ペーンを行いました。これは、両市交流の一環と
して、両地区安全運転管理協議会青年部が主催し
初めて実施したものです。参加した 30 人は、ド
ライバーへ交差点での「３Ｓ運動」を呼びかけ、
交通安全を訴えました。

「３Ｓ運動」

～ Slow down（減速）・Safety（安全）・Slow out（ゆっくりでる）～
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
５

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

「ブルーサークル」を広げよう

治
療
を
受
け
な
い
人
が
多
い
の

で
す
。

糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
か

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

□
太
っ
て
い
る

□
食
事
は
お
腹
い
っ

　
ぱ
い
食
べ
る

□
お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
む

□
お
や
つ
を
必
ず
食
べ
る

□
油
っ
こ
い
も
の
が
好
き

□
甘
い
も
の
が
好
き

□
栄
養
ド
リ
ン
ク
を
よ
く
飲
む

□
夕
食
が
遅
く
、
極
端
に
多
く

　
食
べ
る

□
食
事
時
間
が
不
規
則
で
あ
る

□
朝
食
は
食
べ
な
い

□
野
菜
や
海
藻
類
を
あ
ま
り
食

　
べ
な
い

□
運
動
不
足
で
あ
る

□
ス
ト
レ
ス
が
あ
る

□
40
歳
以
上
で
あ
る

□
妊
娠
中
に
血
糖
値
が
高
い
と

　
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る

□
家
族
や
親
戚
に
糖
尿
病
の
人

　
が
い
る

　
当
て
は
ま
る
も
の
が
多
い
ほ

ど
、
糖
尿
病
に
か
か
る
リ
ス
ク

は
高
い
と
い
え
ま
す
。

糖
尿
病
を
防
ぐ
た
め
に

〈
食
事
編
〉

１
．
野
菜
は
た
っ
ぷ
り
と
ろ
う

２
．
食
事
は
決
ま
っ
た
時
間
に
、
時
間
を
か
け
て
食
べ
よ
う

３
． 

甘
い
も
の
や
油
っ
こ
い
も
の
は
食
べ
過
ぎ
な
い

４
．
一
人
分
ず
つ
、
取
り
分
け
て
食
べ
よ
う

５
．
薄
味
に
し
よ
う

６
．
な
が
ら
食
い
は
や
め
よ
う

７
．
食
事
の
量
の
多
い
と
き
は
残
そ
う

８
．
お
茶
わ
ん
は
小
ぶ
り
の
も
の
に
し
よ
う

９
．
調
味
料
は
か
け
ず
に
つ
け
よ
う

10
．
食
品
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
知
ろ
う

〈
運
動
編
〉

１
．
外
出
す
る
時
は
、
少
し
だ
け
早
め
に
歩
く

２
．
遠
回
り
を
し
て
歩
く
距
離
を
増
や
す

３
．
買
い
物
は
歩
い
て
行
く

４
．
周
囲
の
風
景
な
ど
を
楽
し
み
、
観
察
し
な
が
ら
歩
く

５
．
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る

　
食
事
だ
け
で
は
糖
尿
病
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
糖

尿
病
を
防
ぐ
に
は
、
無
理
の
な
い
、
適
度
な
運
動
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
運
動
を
し
な
い
と
筋
肉
は
や
せ
て
、
体
重

が
減
っ
て
も
脂
肪
が
多
い
身
体
と
な
り
、「
隠
れ
肥
満
」
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
病
気
を
防
ぐ
運
動
に
は

身
体
が
き
つ
い
と
感
じ
る
ほ
ど
の
運
動
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

一
つ
で
も
自
分
の
で
き
そ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
が

健
康
へ
の
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
と
は
？

　
糖
尿
病
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

で
す
。『
糖
尿
病
と
の
闘
い
の
た

め
団
結
せ
よ
』
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
、
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
（
ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
）
を

用
い
、
全
世
界
で
の
糖
尿
病
の

予
防
、
治
療
を
喚
起
す
る
啓
発

活
動
の
推
進
を
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
14
日（
月
）～
20
日（
日
）

は
『
全
国
糖
尿
病
週
間
』
で
す
。

糖
尿
病
の
人
は
ど
の
く
ら
い
い

る
の
？

　
平
成
19
年
の
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
に
よ
る
と
「
糖
尿
病
の

疑
い
が
強
い
人
」
は
約
８
９
０

万
人
、「
糖
尿
病
の
可
能
性
を
否

定
で
き
な
い
人
」
が
約
１
、３
２

０
万
人
で
合
わ
せ
る
と
全
国
に

約
２
、２
１
０
万
人
い
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

糖
尿
病
が
疑
わ
れ
る
人
の
約
4

割
は
、
ほ
と
ん
ど
治
療
を
受
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査

で
血
糖
値
が
高
か
っ
た
り
、
治

療
が
必
要
と
言
わ
れ
た
り
し
た

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま

world diabetes day
14 November
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レ シ ピ

　
秋
の
日
差
し
を
燦
々
と
浴
び
て
、
目

に
も
ま
ぶ
し
い
黄
金
色
の
稲
穂
。「
実

り
の
秋
」
と
は
、
ま
さ
に
「
一
年
の
労

苦
が
実
る
と
き
」
と
い
う
意
味
で
し
ょ

う
か
。

　
運
動
会
な
ど
行
事
が
目
白
押
し
の
中
、

週
末
に
な
る
と
、
田
ん
ぼ
に
コ
ン
バ
イ

ン
が
乗
り
入
れ
ら
れ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
収
穫
作
業
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

　
金
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
だ
っ
た

稲
穂
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
刈
り
取
ら

れ
、
切
り
株
だ
け
に
な
っ
た
田
ん
ぼ
は
、

今
で
は
少
し
寒
々
と
し
て
い
ま
す
。

　
先
月
末
に
開
催
さ
れ
た
「
新
米
ま
つ

り
」
で
は
、
伊
佐
の
お
い
し
い
お
米
が

試
食
で
き
る
と
、
市
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
が
訪
れ
大
盛
況
で
し
た
。

　
夏
の
太
陽
が
、
作
物
を
照
ら
し
育
て

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
実
り
多
き
秋
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
月
は
、
自
然
の
恵
み
と
、
作
っ
て

く
れ
た
人
の
愛
情
が
し
み
る
、
そ
ん
な

美
味
し
い
も
の
を
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
中
で
も
、

「
伊
佐
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
は
、
市
内

外
の
人
を
巻
き
込
み
、
ま
ち
ぐ
る
み
で

盛
り
上
が
る
ま
つ
り
。
ス
テ
ー
ジ
、
展

〈材　料〉　（20cm10 本分）
　　　米粉　　　　　　200 ｇ　　砂糖       40 ｇ
　　　ベーキングパウダー　   ３ｇ　　塩　　　   適宜
　　　シナモン　　　　    １ｇ
　　　メープルシロップ　    20 ｇ　　豆乳　  160 ｇ
　　　サラダ油　　　　   12 ｇ　　卵　　　  １個

　シナモンパウダー　　  適量　     揚げ油　 適量

　
①Ｂの材料を合わせてから、Ａの材料を混ぜ合わ
　せ生地をまとめる。
②絞り袋に①の生地を入れ、クッキングシートに
　絞りだし、形を整えて揚げ油（160 ～ 180℃）
　できつね色になるまで揚げる。（約２分）
③揚げたチュロスにお好みでシナモンパウダーを
　ふりかけ出来上がり。
※絞り袋はできるだけ丈夫なもので、袋の口金は
　星型など表面積の大きなものを使用すること。

〈作り方〉

Ａ

Ｂ

※地元食材レシピ集から
　（伊佐地区産業活性化協議会開発品）

｛
｛

Isa My（伊佐米）

チュロス

｢ あなたの１票が決める ｣

今年も来てね　待ってるよ！
示
・
販
売
を
は
じ
め
体
験
コ
ー
ナ
ー
の

ほ
か
、
食
育
と
給
食
・
地
産
地
消
を
題

材
と
し
た
展
示
会
が
あ
り
ま
す
。
伊
佐

の
食
材
を
使
用
し
た
創
作
料
理
が
多
数

出
品
さ
れ
て
い
て
、「
美
味
し
い
レ
シ

ピ
」
を
持
ち
帰
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
試
食
し
た
い
人
に
お
勧
め
な

の
は
、今
年
は
じ
め
て
企
画
さ
れ
た「
伊

佐
グ
ル
メ
代
表
決
定
大
会
」。
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
す
れ
ば
、
伊
佐
の
農
産
物
で

作
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
試

食
し
て
代
表
者
決
定
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
前
売
り
5
枚
綴
り
チ
ケ
ッ
ト
１
、０
０

０
円
を
、伊
佐
市
市
民
課（
大
口
庁
舎
）・

地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）
窓
口
に
て
、

11
月
10
日（
木
）ま
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
秋
の
伊
佐
め
ぐ
り
で
「
ふ
る
さ
と
」

の
味
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
　

からだに栄養
伊佐の味 食生

おいしいものでいきいき笑顔になるなる

Vol.13

揚
げ
菓
子

去年の「ふるさとまつり」食の展示コーナー

「伊佐ふ
るさとま

つり」は

11月 12
・13 日で

す。

　

伊佐米を使った米粉食品　ど～ぞ。
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成のため、免許証な
ど、本人を確認できるものをご持参くだ
さい。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
おまえさん　宮部みゆき　（出版：講談社）
　瓶屋の主人が斬り殺され、“ぼんくら”同心・
井筒平四郎は調べに乗り出す。その斬り口は、
前にあがった身元不明の亡骸と同じだった。両
者をつなぐ隠され続けた 20 年前の罪とは。シ
リーズ第３弾。　　　（新刊全点案内より引用）

【11 月の休館日】
11 月 ７日（月）・14 日（月）
　　 21 日（月）・   28 日（月） 

【図書館へ献本】
山井治人さん　（人吉市）　　田中恒齊さん　（牛尾）
三園正市さん　（戸切）　　　永山保雄さん　（尾之上）

【　児　童　】
ラーメンちゃん 長谷川義史
どうぶつがすき パトリック・マクドネル
おさるのジョージ  アイスクリームだいすき Ｍ . レイ＆Ｈ . Ａ . レイ
ココロ屋 梨屋アリエ

【　一　般　】
警官の条件 佐々木譲
古手屋喜十為事覚え 宇江佐真理
人生教習所 垣根涼介
カンタ 石田衣良

【イベント情報】
秋の図書館まつり
日　時　11 月５日（土）10:00 ～ 11:00
場　所　伊佐市立菱刈図書館
大口図書館ふれあいメルヘンひろば
日　時　11 月 26 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　伊佐市立大口図書館

【ブックリサイクル】
日　時　11 月５日（土）～ 12 日（土）　※月曜は休館日
場　所　菱刈図書館
　保存期限の過ぎた雑誌（週刊・月刊誌）をさしあげます。
数に限りがあるため、一人４冊までとさせていただきます。

☆ブックスタート
（絵本に出会う第一歩）
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

男
女
共
同
参
画
社
会

　
平
成
18
年
度
～
22
年
度
ま
で
の
配
偶

者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
が
関
係
す
る
相
談

件
数
で
す
。
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
相

談
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
は
暴
力
を
受
け
て
い

て
も
相
談
で
き
ず
に
自
分
の
中
で
し
ま

い
こ
ん
で
い
る
人
も
い
る
は
ず
で
す
。

　
そ
れ
を
考
え
る
と
、
件
数
は
か
な
り

の
数
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
な
た
の
周
り
に
、
悩
ん
で
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
？
様
子
が
お
か
し
い
人

は
い
ま
せ
ん
か
？
も
し
、
な
に
か
気
づ

黄
色
い
リ
ボ
ン
35

い
た
時
は
声
を
か
け
て
話
し
を
聞
い
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
相
談
窓

口
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
一
人
で
考
え
な
い
で
。
あ
な
た

は
一
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。 

男
女
共
同
参
画
講
演
会
を
開
催

日
　
時
　
11
月
20
日
（
日
）
14
時
～
　

場
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
師
　
取
違
孝
一
さ
ん
（
県
男
女
共

　
　
　
　
同
参
画
地
域
推
進
員
）　

　
人
権
の
話
を
交
え
て
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
い
つ
も
忙
し
い
自
分
を

ち
ょ
っ
と
お
休
み
し
て
、
講
演
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

女
性
サ
ロ
ン
室

　
あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
11
月
２
日
（
水
）・
16
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　
最
近
、「
元
本
保
証
」
や
「
必
ず
も

う
か
る
」
と
い
っ
た
嘘
で
高
額
な
外
国

通
貨
や
社
債
、
フ
ァ
ン
ド
、
未
公
開
株

な
ど
の
購
入
を
勧
め
る
と
い
う
、
詐
欺

的
な
投
資
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
解
決
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

事
例
1
．外
国
通
貨（
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー

ル
、
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
）

　
Ａ
社
か
ら
「
1
口
50
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン

ド
が
15
万
円
」
と
い
う
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
が
自
宅
に
届
い
た
。
そ
の
後
、

Ｂ
社
か
ら
「
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
を
持
っ

て
い
た
ら
、40
万
円
で
売
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
Ａ
社

か
ら
「
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
は
届
い
た

か
」
と
い
う
電
話
が
あ
り
「
必
ず
も
う

か
る
」
と
勧
め
ら
れ
た
。
２
０
０
万
円

振
り
込
ん
だ
が
、
連
絡
が
取
れ
な
く

な
っ
た
。

事
例
２
．
社
債

　
突
然
、
社
債
発
行
業
者
Ｃ
社
か
ら
自

社
の
社
債
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

送
付
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
買
い
取

り
業
者
Ｄ
社
か
ら
「
投
資
家
の
人
が
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　  

社
の
資
料
を
持
っ

　
　
　
　
　
　
　
　 

て
い
る
人
を
探
し

　
　
　
　
　
　
　
　    

て
い
る
。
持
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
な
い
か
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

連
絡
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
っ
て
い
る
と

伝
え
た
と
こ
ろ
「
あ
な
た
が
30
万
円
の

社
債
を
購
入
す
れ
ば
、
我
々
が
60
万
円

で
買
い
取
る
」
と
言
わ
れ
購
入
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
Ｄ
社
は
い
ろ
い
ろ
な

理
由
を
つ
け
て
は
買
い
取
り
を
引
き
延

ば
し
て
い
る
。
送
付
さ
れ
た
社
債
券
に

は
「
無
担
保
転
換
社
債
型
新
株
予
約
券

付
社
債
」
と
の
記
載
が
あ
る
。

事
例
３
．
未
公
開
株

　
Ｅ
社
か
ら
電
話
が
あ
り
「
Ｇ
社
の
株

を
持
っ
て
い
れ
ば
高
値
で
買
い
取
る
」

と
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
Ｆ
社
か
ら
「
Ｇ

社
の
未
公
開
株
を
1
株
１
５
０
万
円
で

買
わ
な
い
か
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
Ｅ
社
に
連
絡
す
る
と
「
ぜ
ひ
買
っ

て
く
れ
。
４
０
０
万
円
で
買
い
取
る
」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
１
５
０
万
円
で
購

入
し
た
が
買
い
取
り
業
者
Ｅ
社
と
連
絡

が
取
れ
な
く
な
っ
た
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

18 年度
0

20,000

40,000

60,000
58,528

62,078
68,196

72,792
77,334

来　所

電　話

その他

80,000
（件）  

19 年度 20 年度 21 年度 22 年度

この表は何の表だと思いますか？

あ
や
し
い
「
劇
場
型
」　
　
　
　
　   

投
資
商
法

やったね

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
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Isa City Infomation

お
知
ら
せ

受
付
期
限
　
※
締
切
日
必
着

推
薦
：
12
月
16
日
（
金
）

一
般
：
平
成
24
年
１
月
６
日
（
金
）

募
集
人
員
　
推
薦
：
約
60
人

　
　
　
　
　
一
般
：
約
２
６
０
人

応
募
資
格

　
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上
17

歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は

中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者

※
推
薦
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
進
路
指
導
の

　
先
生
に
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
試
験
を
受
け
ら
れ
な
い
人

㋐
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

㋑
自
衛
隊
法
第
38
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

　
自
衛
隊
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

　
○
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

　
○
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

　
　
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
執
行
を
受
け

　
　
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

　
○
法
令
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
免
職
の
処
分

　
　
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を

　
　
経
過
し
な
い
人

　
○
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し

　
　
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主

　
　
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

　
　
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
人

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
募
集

第
１
次
試
験

推
薦
：
平
成
24
年
１
月
７
日
（
土
）
～
９
日   

　
　
　（
月
）
間
の
指
定
す
る
１
日

一
般
：
平
成
24
年
１
月
14
日
（
土
）

試
験
場

　
受
付
時
ま
た
は
受
験
票
交
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
詳
細
は
志
願
書
類
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

志
願
書
類
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
国
分
地
域
事
務
所

☎
０
９
９
５
・
４
５
・
１
８
３
６

　
11
月
８
日
は
『
い
い
歯
の
日
』
で
す
。

　
伊
佐
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
次
の
と
お
り

８
０
２
０
達
成
者
の
募
集
を
し
ま
す
。

対
象
者

　
市
内
在
住
で
、
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
も

つ
80
歳
以
上
の
人
（
過
去
に
受
賞
さ
れ
た
人

は
除
き
ま
す
）

審
査
方
法

　
審
査
期
間
中
に
伊
佐
市
歯
科
医
師
会
に
所

属
す
る
歯
科
医
院
で
検
診
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
（
検
診
料
は
無
料
で
す
）。

審
査
期
間
　
11
月
１
日
（
火
）
～
19
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ
先
　

た
け
歯
科
医
院
　
　
　
　
　
☎
�
０
５
０
５

市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
　
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
６

“
８
０
２
０
”
達
成
者
の
募
集

大
口
東
幼
児
学
級
園
児
募
集

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
、
入
園
を
希
望
さ
れ

る
人
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
３
歳
児
　
平
成
20
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
４
歳
児
　
平
成
19
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
５
歳
児
　
平
成
18
年
４
月
２
日
～

募
　
集

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

日
　
　
時
　
11
月
15
日
（
火
）
10
時
～
12
時

場
　
　
所
　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

内
　
　
容
　
ダ
ン
ベ
ル
体
操

受
講
料
　
無
料

受
講
資
格
　
概
ね
60
歳
以
上
の
人

申
込
期
限
　
11
月
11
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
１
６
６

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

日
　
　
時
　
11
月
22
日
（
火
）
10
時
～
15
時

会
　
　
場
　
姶
良
市
商
工
会

　
　
　
　
　
姶
良
市
東
餅
田
５
０
２

相
談
内
容

○
宅
地
や
建
物
の
取
引
に
関
す
る
こ
と

○
税
金
に
関
す
る
こ
と

○
相
続
、
贈
与
に
関
す
る
こ
と

○
登
記
に
関
す
る
こ
と

相
談
員

　
弁
護
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

司
法
書
士

問
い
合
わ
せ
先

県
土
木
部
建
築
課
管
理
係

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
３
７
０
７

　
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
で
お
困
り
の
人

は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

期
　
　
間
　
11
月
14
日
（
月
）
～
20
日
（
日
）

時
　
　
間
　
平
日
：
８
時
30
分
～
19
時

　
　
　
　
　
土
・
日
曜
日
：
10
時
～
17
時

電
話
番
号
　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

※
通
話
料
が
１
８
０
秒
に
つ
き
、お
よ
そ
８
・

　
５
円
か
か
り
ま
す
。

相
談
員
　

　
法
務
局
職
員
及
び
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
・
２
５
９
・
０
６
８
４

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間

　
　
　
　
　
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

保
育
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時

　
園
庭
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
こ
し
く
だ
さ
い
。
大
口
東
小
校
区
外
か
ら

も
入
園
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
東
幼
児
学
級
　
　
　
　
☎
�
６
１
４
５
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伊佐市からのお知らせ

　
計
量
法
に
よ
り
水
道
メ
ー
タ
ー
は
８
年
で

取
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
水
道
課
で
は
、
市
内
の
管
工
事
組
合
等

に
委
託
し
、
取
替
え
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

家
庭
に
無
料
で
交
換
に
う
か
が
い
ま
す
。
な

お
、
メ
ー
タ
ー
器
本
体
は
貸
与
と
な
り
ま
す

の
で
、
管
理
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
11
月
中
に
交
換
を
計
画
し
て
い
る
地
区
は

次
の
と
お
り
で
す
。
交
換
の
必
要
な
ご
家
庭

に
は
事
前
に
検
針
票
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
大
口
地
区
】

　
高
校
西
、
高
校
裏
、
浜
里
、
木
崎
、
大
田
、

高
柳
、
川
島
、
神
池

【
菱
刈
地
区
】　
北
俣

※
今
回
は
取
替
え
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
20

　
㎜
～
75
㎜
用
の
メ
ー
タ
ー
器
交
換
も
行
い

　
ま
す
。（
市
内
全
域
）

取
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
委
託
業
者
が
、
取
替
え
作
業
を
お
こ
な
い

市
水
道
メ
ー
タ
ー
器取

替
え
に
つ
い
て

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進強

化
月
間

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、
事

業
主
は
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
加
入
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
検
察
審
査
委
員
候
補
者

に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

　
県
内
の
有
権
者
の
中
か
ら
１
、２
０
０
人

　
労
災
保
険
は
、
業
務
上
の
事
由
、
通
勤
に

よ
る
負
傷
、
疾
病
、
傷
害
、
死
亡
な
ど
に
対

し
必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　
雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合

な
ど
に
労
働
者
の
生
活
や
雇
用
の
安
定
を
図

り
、
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
給

付
を
行
う
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
　

国
分
公
共
職
業
安
定
所
大
口
出
張
所

☎
�
８
６
０
９

加
治
木
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
５
・
６
３
・
２
０
３
５

全
額
公
費
負
担
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す

対
象
ワ
ク
チ
ン

▽
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
対
象
者
：
中
学
1
年
か
ら
高
校
１
年
相
当

　
　
　
　
　
年
齢
の
女
性

　
実
施
期
限
　
平
成
24
年
３
月
31
日

▽
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

　
チ
ン

　
対
象
者
：
生
後
2
か
月
か
ら
3
歳
未
満
児

　
実
施
期
限
　
３
歳
の
誕
生
日
前
日
　

※
対
象
者
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
７

か
ぼ
ち
ゃ
新
規
栽
培
農
家
に

資
材
・
苗
代
補
助
を
行
い
ま
す

　
平
成
24
年
か
ら
（
２
年
間
限
定
）
か
ぼ
ち

ゃ
の
新
規
栽
培
を
開
始
し
販
売
す
る
農
家
を

対
象
と
し
て
、
一
年
目
の
み
ト
ン
ネ
ル
被
覆

資
材
一
式
と
苗
代
を
、
伊
佐
市
・
北
さ
つ
ま

農
協
が
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
一
農
家
あ
た
り
の
助
成
対
象
面
積
は
10
ａ

以
上
30
ａ
以
下
と
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
助
成

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

「
福
祉
の
職
場
ミ
ニ
就
職
面
談
会
（
北

薩
地
区
）」

　
県
と
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
職

場
の
人
材
確
保
と
就
職
希
望
者
の
求
職
活
動

を
支
援
す
る
た
め
、
福
祉
職
場
の
人
事
担
当

者
と
就
職
希
望
者
と
の
就
職
面
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
　
　
時
　
11
月
25
日
（
金
）
13
時
～
16
時

場
　
　
所
　
ホ
テ
ル
太
陽
パ
レ
ス

　
薩
摩
川
内
市
横
馬
場
町
３
―
１
　

対
　
　
象

　
一
般
求
職
者
、
来
春
大
学
・
専
門
学
校
な

ど
の
卒
業
予
定
者
お
よ
び
福
祉
施
設
の
人
事

担
当
者

内
　
　
容

　
就
職
面
談
会
、
求
職
登
録
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
　
　
☎
０
９
９
・
２
５
８
・
７
８
８
８

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
11
月
22
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

市
農
政
課
農
政
係
（
菱
刈
庁
舎
）　

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
４
７

北
さ
つ
ま
農
協
伊
佐
総
合
支
所
営
農
セ
ン
タ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
２
６
１
１

交
通
事
故
に
関
す
る
弁
護
士
相
談

　
弁
護
士
に
よ
る
交
通
事
故
相
談
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　
相
談
所
で
は
、
次
の
日
以
外
で
も
交
通
事

故
相
談
員
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
　
　
日
　
11
月
30
日
（
水
）

場
　
　
所
　

　
交
通
事
故
相
談
所
（
鹿
児
島
県
庁
内
）

※
事
前
に
申
込
が
必
要
で
す
。
定
員
に
な
り

　
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
５
２
６

の
人
が
、
無
作
為
に
平
成
24
年
度
の
検
察
審

査
委
員
の
候
補
者
に
選
ば
れ
ま
す
。

　
選
ば
れ
た
人
に
は
、
11
月
中
旬
頃
に
「
検

察
審
査
委
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知

ら
せ
」（
封
書
）
が
届
き
ま
す
。
必
ず
開
封
し

て
、
中
の
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局
（
鹿
児
島
地
方

裁
判
所
内
）
☎
０
９
９
・
８
０
８
・
３
７
１
９
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地
域
医
療
に
つ
い
て
坂
本
院
長
と
語

ろ
う
！

　
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第

５
回
目
の
市
民
懇
話
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
自
由
な
発
想
で

幅
広
い
意
見
交
換
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
　
時
　
11
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　
13
時
～
16
時
30
分

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
　
容
　

○
海
潮
忌

　
　
海
音
寺
潮
五
郎
は
１
９
７
７
年
12
月
1

　
日
76
歳
で
逝
去
。
そ
の
、
遺
徳
を
偲
び
偉

　
業
を
顕
彰
す
る
式
典
を
行
い
ま
す
。

○
海
音
寺
潮
五
郎
記
念
館
へ
感
謝
状
の
授
与

○
銀
杏
文
芸
賞
、
読
書
感
想
文
・
画
コ
ン
ク

　
ー
ル
表
彰
式

○
表
彰
者
の
発
表

○
読
書
感
想
文
・
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
講
評

○
銀
杏
文
芸
賞
選
者
鼎
談
　
　
　
　
　
　
　

　
歌
人
：
宮
原
望
子
先
生
・
伊
藤
一
彦
先
生

　
詩
人
：
岡
田
哲
也
先
生

○
歴
史
講
演
会

　
講
師
：
石
田
忠
彦
先
生
（
鹿
児
島
近
代
文

　
　
　
　
学
館
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

海
音
寺
潮
五
郎
記
念

「
海
潮
忌
・
文
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
ま
す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

　
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
の
時
で
も
取
替
え
を
行
い
ま
す
の
で
、

　
そ
の
時
は
取
替
え
済
の
お
知
ら
せ
を
郵
便

　
受
け
な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
課
管
理
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
９
２
・
１
２
９
３

　
演
題
：
「
海
音
寺
潮
五
郎
の
文
学
資
料
に

　
　
　
　
つ
い
て
」

募
集
人
員
　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間
　
11
月
15
日
（
火
）
～
24
日
（
木
）

申
込
方
法
　
　

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
（
古
本
市
）

　
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク

も
開
催
し
ま
す
。

期
　
　
間

　
11
月
27
日
（
日
）
～
12
月
４
日
（
日
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
立
大
口
図
書
館
　

☎
�
０
４
１
７
・
　
�
９
４
２
０

地
上
最
後
の
秘
境

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
写
真
展

期
　
　
間
　
11
月
２
日
（
水
）
～
15
日
（
火
）

会
　
　
場
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
広
報
係☎

�
１
３
１
１
○内　　１
１
１
６

日
　
　
時
　
11
月
25
日
（
金
）
13
時
～
16
時

※
相
談
受
付
は
終
了
時
刻
の
15
分
前
に
終
了

場
　
　
所

　
国
分
公
共
職
業
安
定
所
大
口
出
張
所

内
　
　
容
　

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
に
関
す
る
こ
と
等

問
い
合
わ
せ
先

国
分
公
共
職
業
安
定
所
大
口
出
張
所

☎
�
８
６
０
９

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
個
別
相
談
会

企
業
説
明
会
“
ふ
る
さ
と
！
鹿
児
島

へ
”
を
開
催
し
ま
す

　
県
で
は
、
学
生
（
高
校
生
以
下
を
除
く
）

及
び
若
年
失
業
者
な
ど
を
対
象
と
す
る
企
業

説
明
会
を
福
岡
市
で
開
催
し
ま
す
。

　
県
内
企
業
が
多
数
集
ま
る
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
11
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時
～
16
時
30
分

場
　
　
所
　
福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
７
階

参
加
費
　
無
料
（
事
前
申
込
み
不
要
）

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.pref.kagoshim
a.jp/sangyo-rodo/rodo/

koyoshien/furusatokagoshim
a3.htm

l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
雇
用
労
政
課☎

０
９
９
・
２
８
６
・
３
０
２
８

日
　
　
時
　
11
月
20
日
（
日
）
10
時
～
15
時

場
　
　
所
　
小
川
内
自
治
会
館
周
辺

内
　
　
容

○
講
話
、
薩
摩
街
道
亀
坂
散
策
（
往
復
約
３
Km
）

○
新
米
・
地
元
特
産
品
販
売
、
催
し
物
ほ
か

雨
天
の
場
合
　
内
容
を
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。

参
加
料
　
１
、
０
０
０
円

※
昼
食
・
記
念
通
行
手
形
・
お
土
産
を
含
む

送
迎
バ
ス
運
行

　
利
用
希
望
者
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限
　
11
月
18
日
（
金
）

　
駐
車
場
が
有
り
ま
す
の
で
、
自
家
用
車
で

の
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

そ
の
他

薩
摩
三
大
関
所
　
小
川
内
関
所
祭
り

　
歩
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
野
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

（
月
・
水
・
金
）　
　
　
☎
・
　
�
０
４
０
７

日
　
　
時
　
11
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　
　
18
時
30
分
～
21
時

場
　
　
所

　
水
俣
市
総
合
も
や
い
直
し
セ
ン
タ
ー
３
階

も
や
い
ホ
ー
ル
（
水
俣
市
牧
ノ
内
３
―
１
）

基
調
講
話

　
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
ほ
か

参
加
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課

☎
０
９
６
６
・
６
３
・
２
１
０
１



ISA City Public Relations  2011.11.01　　18

伊佐市からのお知らせ

広告

住所 : 伊佐市大口小木原 899
TEL：0995-22-0425
H    P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp タケシタの家造り 検索

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

H 邸住宅完成しました。

提携銀行 （鹿銀 ・南銀 ・ JA） の場合、 金利がお得に。

長期優良住宅 ・ フラット 35 も可能です。

広告

太陽光発電のある暮らし

議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会
（
最
終

日
）
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
市
議
会
議
員
で
構
成
す
る
本
委
員
会
で
は
、

　
11
月
15
日
か
ら
来
年
２
月
15
日
（
イ
ノ
シ

シ
・
シ
カ
は
来
年
３
月
15
日
）
ま
で
狩
猟
が

解
禁
と
な
り
ま
す
。
山
林
内
で
の
仕
事
や
野

山
に
入
る
場
合
は
狩
猟
事
故
な
ど
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
林
務
水
産
課
林
務

水
産
係
　
　
☎
０
９
９
５
・
６
３
・
８
１
５
９

市
林
務
課
鳥
獣
対
策
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
１
３
３

狩
猟
期
間
に
つ
い
て

親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

日
　
　
時
　
11
月
20
日
（
日
）

場
　
　
所
　

▽
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
10
時
～
11
時

▽
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
　
14
時
～
15
時

入
場
料
　
無
料

内
　
　
容

　
子
ど
も
向
け
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
４
本
立

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
大
口
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
内
）　
　
　
　   

☎
�
１
６
１
３

第
６
回
テ
ィ
ー
ン
ズ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

『 

と
り
ま
、～

ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
し
た
～ 

』

　
伊
佐
・
姶
良
・
霧
島
の
中
・
高
校
生
が
、

自
分
た
ち
で
脚
本
を
作
り
ま
し
た
。
本
気
の

舞
台
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
「
と
り
ま
」
は
若
者
言
葉
で
「
と
り
あ
え

　
ず
ま
～
」
の
略
語
体
で
す
。

日
　
　
時
　
11
月
12
日
（
土
）
18
時
30
分
～

会
　
　
場
　
伊
佐
市
文
化
会
館

チ
ケ
ッ
ト
料
金
（
４
歳
以
上
）

○
前
売
り
　
１
、
０
０
０
円

○
当
日
　
　
１
、
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

大
口
こ
ど
も
劇
場
　
☎
�
１
４
７
７（
日
高
）

　
県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
等
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年
11

月
を
「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
活
動

や
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー

ル
等
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
こ
の
機

会
に
一
人
ひ
と
り
が
、「
不
法
投
棄
を
し
な

い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
の
な
い
住

み
よ
い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
３
８
１
０

11
月
は
不
法
投
棄
防
止

強
化
月
間
で
す

「
介
護
の
日
」
に
つ
い
て

～
11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」
～

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
11
日
を
「
い
い

日
、
い
い
日
」
に
か
け
て
、「
介
護
の
日
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
に
対
す
る

課
題
が
多
様
化
し
て
い
る
た
め
、
多
く
の
人

に
介
護
を
身
近
な
も
の
と
し
て
捉
え
、
関
わ

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
介
護
に
つ
い
て
は
、
次
の
所
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
先

市
長
寿
支
援
課
大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
２
３
７
７

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　

☎
�
１
３
０
７

適
正
な
議
員
定
数
に
関
し
て
、
近
隣
市
へ
の

調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
地
域
懇
談
会

等
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え

て
適
正
定
数
を
決
め
る
最
後
の
会
を
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
11
月
8
日
（
火
）
9
時
～
　

場
　
　
所

　
伊
佐
市
議
会
議
事
堂
（
大
口
庁
舎
）

問
い
合
わ
せ
先

市
議
会
事
務
局

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
３
２
２
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広告

日 時　11月     20日（  日  ）1 0:00 ～ 15:00
会 場　 菱刈農村公園
内 容　 みかん ,塩干魚類 ,ごぼう販売と生産者
交流 /コープ商品展示販売 /豚汁、おにぎりの無
料配布 /フリーマーケット /舞台発表 /本格マジ
ックショー /バルーンアート /お楽しみ抽選会

広告

 
誕
　
生

 

（
９
月
１
日
～
９
月
30
日
受
付
分
）

池
田
　
琉る

い碧
（
優
介
・
下
青
木
）

大
島
　
悠ゆ
う
と斗
（
和
樹
・
牛
尾
）

久
保
　
翔し
ょ
う
き紀
（
俊
宗
・
田
中
上
）

佐
伯
　
優ゆ

き紀
（
太
朗
・
馬
場
）

﨑
原
　
紫し

ほ帆
（
千
弘
・
里
町
）

下
笠
　
光ひ
か
る琉
（
健
一
・
大
島
南
）

園
田
　
心こ
こ
な菜
（
拓
司
・
千
鳥
）

永
田
　
り
り
あ
（
勝
也
・
前
目
宇
都
）

森
　
桜
さ
く
ら
（
大
輔
・
重
留
西
第
１
住
宅
）

山
崎
　
凜り
ん
た
ろ
う

太
郎
（
征
二
・
駅
前
）

吉
田
　
心し
ん
た汰
（
純
也
・
小
木
原
中
）

吉
原
　
美み
さ
き咲
（
守
・
岩
坪
）

米
澤
　
莉り

あ空
（
幸
憲
・
朝
日
団
地
）

（
９
月
２
日
～
９
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

下
原
　
忠
男
　
　
　
77
　（
農
林
高
通
）

藤
本
　
千
一
　
　
　
77
　（
郡
山
）

蓑
田
　
ア
ツ
子
　
　
94
　（
牛
尾
）

山
野
地
区

内
村
　
タ
ミ
子
　
　
90
　（
石
井
）

北
園
　
ヨ
シ
　
　
　
95
　（
小
木
原
上
）

塚
本
　
辰
己
　
　
　
88
　（
上
之
馬
場
）

　 　【
今
月
の
表
紙
】

　
11
月
５
日
に
開
通
式
が
あ
る
“
新

曽
木
大
橋
”
を
、な
じ
み
の
あ
る
“
曽

木
大
橋
”
か
ら
撮
影
し
ま
し
た
。

　“
曽
木
大
橋
”
か
ら
滝
を
見
下
ろ
す

景
観
は
い
ず
れ
見
ら
れ
な
く
な
り
そ

う
で
す
。

　
安
全
祈
願
祭
が
10
時
、
開
通
式
は

10
時
30
分
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

　
親
子
三
代
夫
婦
の
渡
り
初
め
の
あ

と
大
口
南
中
の
六
龍
太
鼓
や
地
元
の

八
代
棒
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
の
自
動
車
・
歩
行
者
な
ど
は
、

同
日
14
時
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

 
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

こちらは“新曽

木大橋”から見

た風景です。

長
野
　
昭
さ
ん
（
尾
之
上
）

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
実
践

し
、思
い
や
り
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

イラスト：長尾美紀さん

濵
﨑
　
フ
サ
エ
　
　
90
　（
敬
寿
園
）

平
川
　
孝
文
　
　
　
71
　（
石
井
）

丸
田
　
セ
ン
ギ
ク
　
92
　（
小
川
内
）

宮
園
　
締
　
　
　
　
75
　（
敬
寿
園
）

山
内
　
多
喜
男
　
　
90
　（
上
松
）

羽
月
地
区

鈴
木
　
ヒ
デ
　
　
　
94
　（
大
島
北
）

住
吉
　
ト
ミ
子
　
　
94
　（
金
波
田
下
）

西
　
フ
チ
エ
　
　
　
86
　（
大
住
）

菱
刈
地
区

岡
山
　
幸
介
　
　
　
65
　（
小
原
松
山
）

上
村
　
ハ
ル
エ
　
　
79
　（
町
船
津
田
下
）

須
川
　
ツ
子
　
　
　
92
　（
産
野
）

瀨
戸
口
　
和
子
　
　
82
　（
徳
辺
上
）

武
　
貞
純
　
　
　
　
79
　（
徳
辺
上
）

田
畑
　
ト
ミ
　
　
　
90
　（
上
市
山
）

原
之
下
　
正
人
　
　
92
　（
花
北
上
）

春
山
　
直
明
　
　
　
70
　（
本
城
麓
）

平
野
　
順
子
　
　
　
64
　（
築
地
下
）

福
山
　
純
行
　
　
　
80
　（
下
名
）

横
手
　
正
規
　
　
　
84
　（
共
進
）
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広
報

い
さ

　
Ｎ

ｏ
.71　

2011.11.01
■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

総
務

課
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

編
集
後
記

人口のうごき

H23.10. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　29,679 人　  （－   11）
　男　　13,712 人　  （－   ７）
　女　　15,967 人　  （－      ４）
世帯数　14,286 世帯  （－      １）

◆ ◆

　
平
成
23
年
３
月
26
日
初
め
て
届
い
た
メ
ー
ル

『
90
歳
の
誕
生
日
前
日
の
意
識
薄
れ
た
母
を
励
ま

し
搬
送
し
て
い
た
だ
い
た
事
本
当
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
危
険
な
家
屋
に
勇
敢
に
来
て
い
た
だ
い

た
こ
と
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
御
市
の
救
急

隊
は
最
高
で
し
た
。
こ
の
御
恩
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
“
伊
佐
湧
水
消
防
”
の
字
を
頼
り

に
メ
ー
ル
し
ま
し
た
（
一
部
抜
粋
）。』

　
こ
れ
に
返
事
を
書
い
て
か
ら
数
か
月
、
こ
の
メ

ー
ル
の
送
り
主
“
石
巻
の
方
”
か
ら
先
月
、
メ
ー

ル
が
届
い
た
。
90
歳
に
な
ら
れ
た
お
母
様
は
お
元

気
と
の
事
、
メ
ー
ル
に
添
え
ら
れ
た
写
真
に
は
、

が
れ
き
が
片
付
け
ら
れ
復
興
へ
と
一
歩
進
む
ま
ち

の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。
私
た
ち
の
ま
ち
が
、

秋
の
収
穫
や
イ
ベ
ン
ト
で
平
穏
な
日
々
を
過
ご
す

中
、
被
災
地
は
今
こ
の
時
も
「
ふ
る
さ
と
」
を
取

り
戻
そ
う
と
懸
命
な
の
で
す
。

　
被
災
地
の
日
常
を
回
復
さ
せ
る
支
援
の
形
は
さ

ま
ざ
ま
。
12･

13
日
「
伊
佐
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

で
は
、
南
三
陸
の
特
産
品
販
売
も
あ
り
ま
す
。
み

ん
な
で
購
入
し
て
売
上
げ
と
一
緒
に
パ
ワ
ー
も
届

け
ま
し
ょ
う
。
　

♨ ♨ ♨ ♨ ♨ ♨ ♨ ♨ ♨ ♨ ♨ ♨ ♨ ♨♨ ♨ ♨ ♨ ♨ ♨♨

♨

♨
♨
♨
♨

♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨

♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨

♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨

♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨
♨

♨♨♨♨♨♨♨♨♨♨♨ ♨ ♨ ♨♨

♨
♨湯 めぐり伊佐

hot spring
施設名　針持温泉　　美肌美人の湯
料　金　大　人　360 円
　　　　子ども　140 円
　　　　回数券　3,600 円（11 回分）
時　間　平　日：13:00 ～ 22:00
　　　　土日祝：    8:00 ～ 22:00
　　　　家族湯：10:00 ～ 22:00
休業日　無休
連絡先　☎�２８２８　
　源泉かけ流しの温泉で、お風呂上がり
は肌がつるつるになります。アメニティ
もそろっているので手ぶらでも安心。宿
泊もできます。

つ つる る

施設名　山田温泉センター　
料　金　大　人　　200 円
　　　　子ども　　100 円
　　　　家族風呂　500 円
時　間　7:00 ～ 22:00　
休業日　無休　
連絡先　☎�４０６３
　湯量が豊富で、かけ流しの温泉です。
国道 268 号線沿いです。お出かけの際は
ぜひお立ち寄りください。

子どもが小さい頃は、よく家族風呂に行って
いました。　今度はひとりでゆっくりと・・・！

針持温泉

comment

★

やまびこ荘

啓明園
千鳥園長寿温泉

湧水町

★
羽神社 針持小

さつま町

伊佐市内

文

山田温泉

夜の露天風呂は、ライトップされ風情が
ありました。雪が降る頃も楽しみです。

comment




